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No.217
2021.7.1はんだはんだ

市議会だより
議長に渡邉昭司氏、副議長に鈴木幸彦氏を選出

議会選出監査委員は山本半治氏
令和３年第４回臨時会にて就任

監査委員（議会選出）

山 本　 半 治
議　長

渡 邉　 昭 司
副議長

鈴 木　 幸 彦

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　
市
民
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
、
半
田
市
議
会
に
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
度
は
、
令
和
３
年
第
４
回
半
田
市
議
会
臨
時
会

に
お
き
ま
し
て
、
議
長
・
副
議
長
・
監
査
委
員
の
要
職

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
誠
に
身
に
余
る
光
栄
に
感
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の

職
責
を
全
力
で
全
う
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
半
田
市
議
会
は
「
半
田
市
議
会
基
本
条
例
」
に
基
づ

き
、
市
民
に
対
し
、
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
、
議
会

の
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
直
接
的
な
対
話
は
難
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
議
会
報
告
会
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
開
始
な
ど
、
今
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
、
情
報
発
信
を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
と
と
も
に
、
議
会
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
本
会

議
場
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
、
オ
ン
ラ
イ
ン
委
員
会

の
開
催
な
ど
に
向
け
、
議
会
内
で
協
議
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
「
市
議
会
だ
よ
り
」
に
つ
き
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様

か
ら
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
記
事
を
掲

載
で
き
る
よ
う
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
限
り
あ
る
財
源

の
中
で
、
事
業
の
選
択
と
集
中
は
特
に
重
要
に
な
り
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
議
会
内
で
の
活
発
な
議
員
間
議
論

を
行
い
、
議
会
と
し
て
、
半
田
市
に
要
望
す
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
市
民
の
皆
様
に
は
半
田
市
議
会
へ
の
更
な

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念

し
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議長就任挨拶
（YouTube）
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■その他の案件
議案 

番号等 議案名

報告2 専決処分の報告について（道路管理に起因する事故の和解及び損害賠償の額の決定）

承認1 専決処分の承認について（半田市市税条例等の一部改正）

■全会一致の案件
議案 

番号等 議案名

議案３6 令和３年度半田市一般会計補正予算第２号（新型コロナウイルスワクチン接種事業において電話対応等事務従
事者の増員をするものなど）

議案３７ 令和３年度半田市水道事業会計補正予算第１号（愛知県が主体となって実施するJR武豊線高架化関連工事の
進捗に伴い、給配水管の移設工事を実施するもの）

議案３8 令和３年度半田市下水道事業会計補正予算第１号（愛知県が主体となって実施するJR武豊線高架化関連工事
の進捗に伴い、汚水管の移設工事を実施するもの）

■全会一致の案件
議案 

番号等 議案名

議案３2
令和３年度半田市一般会計補正予算第１号
（総務：市議会議員補欠選挙の実施、
　文教：子育て世帯生活支援特別給付金を支給する・新型コロナウイルスワクチン接種事業の実施）

議案３3 令和３年度半田市国民健康保険事業特別会計補正予算第１号（傷病手当の交付適用期限が延長されたことに伴
い国と同様に延長するもの）

議案３4
半田市母子・父子家庭医療費の助成に関する条例の一部改正について（母子・父子家庭医療費制度が所得制限
について準用する児童扶養手当において、支給制限を行う所得の範囲について非課税所得である障害基礎年金
等を含めることとする改正に伴い愛知県と同様に条例の一部を改正するもの）

議案35 半田市国民健康保険条例の一部改正について（新型インフルエンザ等対策特別措置法等の改正により、条例の
一部を改正するもの）

 審　議　結　果 令和3年第3回臨時会（4月13日）
（　）内は議案の補足説明です。

 審　議　結　果 令和3年第4回臨時会（5月13日・14日）
（　）内は議案の補足説明です。

賛 

成 

討 

論

議
案
32
・
３３
号
に
賛
成 

鈴
木
健
一
議
員

　
本
議
案
の
主
旨
に
は
賛
成
で
す

が
、
市
民
の
中
に
分
断
を
持
ち
込

む
の
で
は
無
く
、
全
市
民
を
対
象

と
し
た
支
援
策
を
検
討
し
て
貰
い

た
い
と
考
え
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業
は
、
常
滑
市
の
よ
う
な
高

齢
者
へ
の
交
通
手
段
の
助
成
が
必

要
だ
と
考
え
ま
す
。

　
議
案
33
号
の
主
旨
に
賛
成
で
す

が
、
対
象
が
被
用
者
に
限
ら
れ
て

い
る
事
は
問
題
だ
と
考
え
ま
す
。
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■その他の案件
議案 

番号等 議案名

報告3 専決処分の報告について（除草作業中の事故の和解及び損害賠償の額の決定）

報告4 半田市土地開発公社の経営状況について

常任委員会の中間報告について（総務委員会の活動報告、建設産業委員会の活動報告
※内容は６ページに掲載）

特別委員会の報告について（広域行政調査特別委員会、南吉を活かしたまちづくり調査特別委員会※内容は７
ページに掲載）

■選挙結果について
選挙名等 選挙結果

議長の選挙について 【選挙方法】投票、投票総数20票
渡邉　昭司（15票）、中川　健一（5票）

副議長の選挙について 【選挙方法】投票、投票総数20票
鈴木　幸彦（14票）、加藤　美幸（5票）、澤田　勝（1票）

中部知多衛生組合議会議員の選挙について 【選挙方法】指名推選
水野　尚美、鈴木　幸彦、山田　清一、澤田　勝、渡邉　昭司

知多中部広域事務組合議会議員の選挙について
【選挙方法】指名推選
新美　保博、小栗　佳仁、鈴木　幸彦、沢田　清、渡邉　昭司
石川　英之

半田常滑看護専門学校管理組合議会議員の選挙について 【選挙方法】指名推選
竹内　功治、鈴木　幸彦、加藤　美幸、渡邉　昭司

知多南部広域環境組合議会議員の選挙について 【選挙方法】指名推選
坂井　美穂、中川　健一、渡邉　昭司

５月臨時会の様子

議案39 半田市監査委員の選任について

常任委員会委員の選任について

議会運営委員会委員の選任について

政治倫理審査会委員の選任について
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常任委員会の構成 令和3年第4回臨時会（5月14日）において選任

委　
　
員

副
委
員
長

委
員
長

◇
総
務
委
員
会
（
8
人
）

國
弘　
秀
之　
※

石
川　
英
之

渡
邉　
昭
司

伊
藤　
正
興

鈴
木　
健
一

小
出　
義
一

芳
金　
秀
展

山
田　
清
一

委　
　
員

副
委
員
長

委
員
長

◇
文
教
厚
生
委
員
会
（
７
人
）

岩
田　
玲
子

澤
田　
　
勝

鈴
木　
幸
彦

小
栗　
佳
仁

嶋
崎　
昌
弘

坂
井　
美
穂

加
藤　
美
幸

委　
　
員

副
委
員
長

委
員
長

◇
建
設
産
業
委
員
会
（
７
人
）

中
村　
和
也　
※

山
本　
半
治

水
野　
尚
美

竹
内　
功
治

新
美　
保
博

中
川　
健
一

沢
田　
　
清

主な所管 

総総務務・・企企画画   
財財政政・・防防災災   
市市立立半半田田病病院院   

総務・企画  
財政・防災  
市立半田病院  

総務委員会 

主な所管 

文教厚生委員会 

 
福祉・教育  

健康・子育て支援  

主な所管 

建設産業委員会 

建設・環境  
経済・観光  
上下水道  

（令和3年6月9日現在　氏名は議席番号順に掲載）

※6月6日に行われた半田市議会議員補欠選挙により新たに加わった議員です。
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各
種
委
員
会
の
構
成

議
会
運
営
委
員
会
（
７
人
）

　
委
員
長　
竹
内　
功
治

　
副
委
員
長　
芳
金　
秀
展

　
委　
　
員　
嶋
崎　
昌
弘
／
小
出　
義
一

　
　
　
　
　
　
坂
井　
美
穂
／
中
川　
健
一

　
　
　
　
　
　
石
川　
英
之

政
治
倫
理
審
査
会
（
７
人
）

　
委
員
長　
澤
田　
勝

　
副
委
員
長　
加
藤　
美
幸

　
委　
　
員　
新
美　
保
博
／
小
出　
義
一

　
　
　
　
　
　
竹
内　
功
治
／
坂
井　
美
穂

　
　
　
　
　
　
沢
田　
清

政
務
活
動
費
管
理
委
員
会
（
７
人
）

　
委
員
長　
澤
田　
勝

　
副
委
員
長　
山
田　
清
一

　
委　
　
員　
嶋
崎　
昌
弘
／
小
栗　
佳
仁

　
　
　
　
　
　
加
藤　
美
幸
／
沢
田　
清

　
　
　
　
　
　
石
川　
英
之

政
策
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
6
人
）

　
座　
　
長　
中
川　
健
一

　
委　
　
員　
嶋
崎　
昌
弘
／
小
出　
義
一

　
　
　
　
　
　
坂
井　
美
穂
／
加
藤　
美
幸

　
　
　
　
　
　
澤
田　
勝

　
半
田
市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
様
へ
の
情

報
発
信
を
強
化
す
る
た
め
に
「
広
報
」
「
広

聴
」
「
交
流
企
画
」
の
３
つ
の
委
員
会
を
編

成
し
て
い
ま
す
。
三
役
を
除
く
全
議
員
が
い

ず
れ
か
に
所
属
し
、
さ
ら
に
「
開
か
れ
た
議

会
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
委
員
会
（
6
人
）

　
市
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
関
わ
る
業
務

　
委
員
長　
小
出　
義
一

　
副
委
員
長　
鈴
木　
健
一

　
委　
　
員　
嶋
崎　
昌
弘
／
山
田　
清
一

　
　
　
　
　
　
中
川　
健
一
／
澤
田　
勝

広
聴
委
員
会
（
6
人
）

　
議
会
報
告
会
の
運
営
に
関
わ
る
業
務

　
委
員
長　
小
栗　
佳
仁

　
副
委
員
長　
水
野　
尚
美

　
委　
　
員　
竹
内　
功
治
／
沢
田　
清

　
　
　
　
　
　
岩
田　
玲
子
／
國
弘　
秀
之

交
流
企
画
委
員
会
（
7
人
）

　
議
場
で
の
市
民
交
流
を
企
画
す
る
業
務

　
委
員
長　
石
川　
英
之

　
副
委
員
長　
芳
金　
秀
展

　
委　
　
員　
新
美　
保
博
／
伊
藤　
正
興

　
　
　
　
　
　
坂
井　
美
穂
／
加
藤　
美
幸

　
　
　
　
　
　
中
村　
和
也

　
　
　
　
（
令
和
３
年
６
月
９
日
現
在

　
　
　
　
　
氏
名
は
議
席
番
号
順
に
掲
載
）

半
田
市
選
出
各
組
合
議
会

中
部
知
多
衛
生
組
合
議
会

　
構
成
市
町
＝
半
田
市
・
常
滑
市
・
武
豊
町

　
　
　
　
　
　
水
野　
尚
美
／
鈴
木　
幸
彦

　
　
　
　
　
　
山
田　
清
一
／
澤
田　
勝

　
　
　
　
　
　
渡
邉　
昭
司

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
議
会

　
構
成
市
町
＝
半
田
市
・
東
浦
町

　
　
　
　
　
　
阿
久
比
町
・
武
豊
町

　
　
　
　
　
　
新
美　
保
博
／
小
栗　
佳
仁

　
　
　
　
　
　
鈴
木　
幸
彦
／
沢
田　
清

　
　
　
　
　
　
渡
邉　
昭
司
／
石
川　
英
之

半
田
常
滑
看
護
専
門
学
校
管
理
組
合
議
会

　
構
成
市
町
＝
半
田
市
・
常
滑
市

　
　
　
　
　
　
竹
内　
功
治
／
鈴
木　
幸
彦

　
　
　
　
　
　
加
藤　
美
幸
／
渡
邉　
昭
司

知
多
南
部
広
域
環
境
組
合
議
会

　
構
成
市
町
＝
半
田
市
・
常
滑
市

　
　
　
　
　
　
南
知
多
町
・
美
浜
町
・

　
　
　
　
　
　
武
豊
町

　
　
　
　
　
　
坂
井　
美
穂
／
中
川　
健
一

　
　
　
　
　
　
渡
邉　
昭
司

令
和
３
年
度
議
会
選
出
各
種
委
員
等

衣
浦
港
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

　
委　
　
員　
沢
田　
清
／
渡
邉　
昭
司

半
田
市
都
市
計
画
審
議
会

　
委　
　
員　
新
美　
保
博
／
小
栗　
佳
仁

　
　
　
　
　
　
芳
金　
秀
展
／
坂
井　
美
穂

　
　
　
　
　
　
中
川　
健
一

阿
久
比
川
水
系
改
修
期
成
同
盟
会

　
会　
　
員　
鈴
木　
幸
彦
／
山
田　
清
一

　
　
　
　
　
　
中
川　
健
一
／
沢
田　
清

　
　
　
　
　
　
渡
邉　
昭
司

知
多
地
区
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

　
会　
　
員　
渡
邉　
昭
司

衣
浦
大
橋
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

　
会　
　
員　
渡
邉　
昭
司

半
田
連
続
立
体
交
差
事
業
促
進
期
成
同
盟
会

　
顧　
　
問　
渡
邉　
昭
司

矢
作
川
境
川
流
域
下
水
道
推
進
協
議
会

　
委　
　
員　
渡
邉　
昭
司

半
田
市
青
少
年
問
題
協
議
会

　
委　
　
員　
竹
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功
治

半
田
市
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域
公
共
交
通
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議

　
委　
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６
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（要旨）

（要旨）

総
務
委
員
会

活
動
報
告

　
調
査
テ
ー
マ　

「
新
し
い
市
民
協
働
の
あ

り
方
に
つ
い
て
」

　
半
田
市
で
は
第
６
次
総

合
計
画
に
お
い
て
、
市
政

の
柱
に
市
民
協
働
を
据
え

て
「
半
田
市
市
民
協
働
推

進
計
画
～
み
ん
な
で
い
っ

し
ょ
に
大
作
戦
～
」
を
策

定
し
、
市
民
、
企
業
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
の
団
体
と
行
政
に

よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
市
内
で
４２
の
自

治
区
が
地
域
住
民
の
力
を

合
わ
せ
て
支
え
あ
う
ま
ち

づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
ま

す
が
、
核
家
族
化
が
進
み

旧
来
の
地
縁
が
薄
く
な
り
、

若
い
世
代
は
子
ど
も
を
中

心
と
し
た
繋
が
り
に
変
化

し
て
い
ま
す
。
ま
た
自
治

区
は
役
員
の
な
り
手
不
足

の
た
め
、
組
織
の
存
続
が

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
地
縁
組
織
で
あ
る
自

治
区
を
残
し
た
ま
ま
、
各

地
域
で
活
動
す
る
各
種
団

体
が
協
力
、
連
携
し
、
特

性
を
生
か
せ
る
体
制
を
整

え
る
こ
と
で
、
自
治
区
の

負
担
軽
減
や
地
域
活
動
の

活
性
化
、
新
た
な
担
い
手

の
創
出
等
の
課
題
の
解
決

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
、
ど
の
よ
う
な
組
織

で
あ
れ
ば
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
に
適
し
て
い
る

か
に
つ
い
て
、
調
査
・
研

究
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
来
な
ら
先
進
自
治
体

を
視
察
し
ま
す
が
コ
ロ
ナ

禍
で
そ
れ
は
望
め
な
い
た

め
、
兵
庫
県
明
石
市
と
岐

阜
県
関
市
は
文
書
に
よ
る

照
会
、
兵
庫
県
朝
来
市
は

リ
モ
ー
ト
視
察
を
実
施
し

て
先
進
の
取
組
み
を
学
び

ま
し
た
。
そ
の
後
、
委
員

会
で
議
論
を
重
ね
た
結
果
、

地
域
で
抱
え
て
い
る
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

小
学
校
区
単
位
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
、
次
の

内
容
を
市
へ
要
望
し
ま
す
。

・
自
治
区
を
中
心
に
進
め

て
き
た
ま
ち
づ
く
り
を
見

直
す
必
要
性
と
、
そ
の
効

果
も
市
民
へ
丁
寧
に
説
明

し
、
新
た
な
組
織
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
。

・
行
政
、
市
民
の
双
方
が

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

「
市
民
協
働
」
を
、
正
し

く
理
解
す
る
機
会
を
設
け

る
こ
と
。

・
ま
ち
づ
く
り
の
組
織
は
、

自
治
区
な
ど
の
地
縁
組
織

の
他
、
小
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
、
小
学
校
区
内
の
各
種

団
体
が
連
携
し
て
設
立
で

き
る
よ
う
、
市
は
支
援
す

る
こ
と
。
ま
た
団
体
に
関

係
な
く
、
地
域
活
動
に
関

心
の
あ
る
個
人
も
参
加
し

や
す
い
仕
組
み
を
つ
く
る

こ
と
。

・
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
組

織
が
自
立
的
か
つ
中
長

期
的
な
運
営
を
目
指
し
、

「
ま
ち
づ
く
り
計
画
書
」

を
策
定
す
る
場
合
、
市
は

人
と
費
用
の
両
面
で
十
分

な
支
援
を
行
う
こ
と
。
ま

た
先
進
地
の
事
例
も
紹
介

す
る
な
ど
、
実
践
に
向
け

て
の
支
援
も
行
う
こ
と
。

　
市
民
が
、
ま
ち
づ
く
り

に
お
け
る
「
協
働
」
に
理

解
か
つ
納
得
し
て
参
画
で

き
る
よ
う
時
間
を
か
け
て

丁
寧
な
説
明
を
行
い
、
市

民
と
行
政
が
力
を
合
わ
せ

て
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
頂
く
こ
と
を
願
い
、

調
査
の
報
告
と
し
ま
す
。

建
設
産
業
委
員
会

活

動

報

告

調
査
テ
ー
マ

「
J
R
半
田
駅
周
辺
の
賑

わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
」

　
半
田
市
は
、
名
鉄
知
多

半
田
駅
か
ら
J
R
半
田
駅

を
中
心
と
す
る
中
心
市
街

地
が
、
魅
力
と
賑
わ
い
に

あ
ふ
れ
る
ま
ち
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、現
状
で
は
、

知
多
半
田
駅
前
エ
リ
ア
と

蔵
の
ま
ち
エ
リ
ア
は
、鉄
道

に
よ
り
分
断
さ
れ
、目
指

す
べ
き
都
市
像
と
は
乖
離

し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

現
在
半
田
市
で
は
、

J
R
半
田
駅
付
近
連
続
立

体
交
差
事
業
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
高
架
化
に
よ
る
、

交
通
渋
滞
の
緩
和
や
、
交

通
の
円
滑
化
、
地
域
分
断

の
解
消
な
ど
、
市
街
地
の

一
体
化
が
推
進
さ
れ
ま
す
。

　
高
架
下
に
つ
い
て
、
半

田
市
は
、
J
R
か
ら
一
定

程
度
有
償
で
借
り
受
け
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
協
議
し
て
い
く
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
借
り
受
け
る
区
域
は
、

借
地
料
に
見
合
っ
た
収
益

が
見
込
め
る
よ
う
、
慎
重

に
協
議
し
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
が
、
賑
わ
い
の
あ

る
中
心
市
街
地
と
す
る
に

は
、
高
架
下
の
活
用
は
不

可
欠
で
あ
り
、
鉄
道
高
架

に
併
せ
て
、
ス
ペ
ー
ス
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
て
い
く
事
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
高
架
下
ス

ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
で
成

功
を
収
め
て
い
る
、
名
鉄

瀬
戸
線
高
架
下
施
設
で

あ
る
「
S
A
K
U
M
A
C

H
I
商
店
街
」
と
、
J
R

東
日
本
中
央
線
鉄
道
高
架

下
施
設
で
あ
る
「
n
o
n

o
w
a
」
を
調
査
・
研
究

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
委
員
会
で
の

議
論
を
経
て
、
以
下
の
よ

う
に
提
言
い
た
し
ま
す
。

　
J
R
半
田
駅
周
辺
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

一
、
新
し
い
駅
に
は
、
鉄

道
遺
産
や
新
美
南
吉
な
ど

の
半
田
ら
し
い
魅
力
を
ち

り
ば
め
て
下
さ
い
。

一
、
市
民
が
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
す
る
、
思
い
の
あ
る
駅

前
に
し
て
下
さ
い
。

一
、
賑
わ
い
を
創
出
す
る

た
め
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

等
、
若
者
た
ち
が
気
軽
に

集
い
、
住
み
や
す
い
環
境

を
整
備
し
て
下
さ
い
。

　
J
R
半
田
駅
周
辺
の
ま

ち
づ
く
り
に
お
け
る
J
R

武
豊
線
高
架
下
の
利
用
に

つ
い
て

一
、
デ
ザ
イ
ン
力
・
リ
サ
ー

チ
力
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
力

の
あ
る
、
民
間
事
業
者
を

活
用
し
て
下
さ
い
。

一
、
民
間
の
部
分
に
関
し

て
は
、
土
地
・
建
物
等
、

自
由
に
設
計
・
活
用
で
き

る
エ
リ
ア
を
設
定
し
て
下

さ
い
。

一
、
長
く
半
田
市
で
事
業

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
企

業
を
誘
致
し
て
下
さ
い
。

一
、
公
共
の
部
分
に
関
し

て
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
高

い
施
設
を
配
置
す
る
と
と

も
に
、
市
民
に
愛
さ
れ
る

憩
い
の
場
と
な
る
空
間
を

創
出
し
て
下
さ
い
。

　
鉄
道
高
架
下
利
用
は
、

慎
重
に
検
討
・
協
議
し
た

う
え
で
、
必
要
性
を
踏
ま

え
、
総
合
的
に
判
断
し
て

頂
き
、
賑
わ
い
の
あ
る
地

域
の
人
に
愛
さ
れ
る
ま
ち

と
な
る
こ
と
を
お
願
い
し
、

中
間
報
告
と
し
ま
す
。　
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（要旨）

（要旨）

広
域
行
政
調
査

特
別
委
員
会
活
動
報
告

　
調
査
テ
ー
マ　

「
広
域
行
政
と
合
併
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の

調
査
に
つ
い
て
」

　
当
特
別
委
員
会
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
で
十
分
な
調

査
が
で
き
ず
、
委
員
会
に

お
け
る
意
見
を
集
約
す
る

と
こ
ろ
ま
で
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
委
員

の
意
見
を
ご
紹
介
し
、
広

域
行
政
調
査
特
別
委
員
会

の
報
告
と
し
ま
す
。

【
１
】
「
中
核
市
を
目
指

す
こ
と
に
つ
い
て
」
は
、

一
、
中
核
市
と
な
る
こ
と

で
、
福
祉
、
保
健
衛
生
、

環
境
、
都
市
計
画
な
ど
市

で
実
施
で
き
る
事
務
が
大

幅
に
拡
大
し
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

一
、
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し

て
い
る
状
況
下
に
お
い
て
、

半
田
市
独
自
の
保
健
所
を

持
つ
こ
と
は
感
染
症
対
策

と
し
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。

一
、
中
核
市
に
な
る
こ
と

で
増
加
す
る
行
政
事
務
に

対
す
る
財
源
に
つ
い
て
は
、

国
か
ら
補
填
さ
れ
る
。

一
、
今
期
は
や
む
を
得
ず

調
査
不
足
と
な
っ
た
が
、

中
核
市
を
目
指
す
こ
と
は

非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ

る
の
で
、
来
期
も
継
続
し

て
調
査
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

【
２
】
西
尾
市
と
幡
豆
３

町
の
視
察
を
踏
ま
え
た

「
市
町
合
併
」
に
つ
い
て

一
、
合
併
に
よ
り
、
人
件

費
の
削
減
は
進
ん
だ
が
、

公
共
施
設
の
削
減
は
思
う

よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
。

一
、
合
併
の
よ
う
に
大
き

な
政
治
判
断
が
必
要
な
事

業
は
行
政
任
せ
で
は
進
ま

な
い
。

一
、
市
民
が
不
便
を
感
じ

ず
に
合
併
す
る
こ
と
が
成

功
の
秘
訣
で
あ
る
。

一
、
半
田
市
の
近
隣
市
町

は
観
光
資
源
が
豊
富
で
あ

る
た
め
、
合
併
し
た
場
合

は
視
察
先
の
西
尾
市
と
同

様
に
観
光
分
野
で
の
魅
力

の
高
ま
り
が
期
待
で
き
る
。

一
、
合
併
は
究
極
の
行
政

改
革
で
あ
る
。

一
、
西
尾
市
は
、
合
併
す

る
な
ら
「
こ
の
組
合
わ
せ

し
か
な
い
」
と
い
う
状
況

で
、
ス
ム
ー
ズ
に
合
併
す

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ

の
様
な
組
合
わ
せ
の
な
い

半
田
市
が
合
併
を
目
指
す

場
合
に
は
、
合
併
の
相
手

に
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に
示

す
必
要
が
あ
る
。

【
３
】
「
一
部
事
務
組
合

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
」
は
、

一
、多
く
の
事
務
に
つ
い
て

広
域
的
に
事
務
を
行
っ
た

方
が
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
得
ら
れ
、人
件
費
、施
設

維
持
費・運
営
費
等
で
費

用
削
減
が
図
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

一
、
組
合
議
会
議
員
は
、

各
市
議
会
の
代
表
と
し
て

組
合
議
会
に
出
席
し
て
い

る
た
め
、
実
質
的
に
一
議

員
と
し
て
の
選
択
が
で
き

な
い
こ
と
に
問
題
が
あ
る
。

一
、
広
域
行
政
が
多
岐
に

渡
っ
て
い
る
現
状
に
鑑
み

る
と
、
４
つ
あ
る
一
部
事

務
組
合
の
整
理
統
合
よ
り

も
、
市
町
合
併
で
行
政
改

革
を
実
行
す
る
こ
と
の
方

が
意
味
が
あ
り
、
合
理
的

で
は
な
い
か
。

南
吉
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

調
査
特
別
委
員
会
活
動
報
告

調
査
テ
ー
マ

「
南
吉
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
」

　

新
美
南
吉
は
、
生
誕

1
0
0
年
、
没
後
70
年
が

過
ぎ
た
今
も
、
高
く
評
価

さ
れ
愛
さ
れ
続
け
て
い
ま

す
。
今
日
の
様
に
評
価
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

没
後
の
顕
彰
活
動
の
お
か

げ
で
す
。
ま
た
、
30
年
前

に
始
ま
っ
た
彼
岸
花
の
保

全
活
動
も
、
市
民
の
善
意

で
矢
勝
川
の
堤
に
南
吉
童

話
の
世
界
を
描
け
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
南

吉
の
文
学
顕
彰
と
彼
岸
花

の
保
全
活
動
を
受
け
継
ぎ
、

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
課
題
を
整
理
す
る
と
、

記
念
館
へ
は
、
毎
年
５
万

人
以
上
の
来
館
が
あ
る
う

ち
、
80
％
以
上
が
知
多
半

島
外
で
す
。
市
内
か
ら
の

来
館
は
、
10
％
程
度
で
す
。

ま
た
、
新
美
南
吉
童
話
賞

は
、
２
０
２
０
年
度
で
32

回
を
迎
え
毎
回
２
千
編
近

く
応
募
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
童
話
賞
で
も
、
市
民
か

ら
の
応
募
数
は
１
割
程
度

で
す
。

　
次
に
、
学
校
教
育
で
は
、

南
吉
の
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」

は
、
小
学
4
年
生
の
国
語

の
全
検
定
教
科
書
に
採
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
南

吉
と
出
会
え
る
の
は
こ
の

機
会
の
み
で
す
。
ま
た
、

市
内
の
小
中
学
生
が
記
念

館
を
訪
れ
る
機
会
を
設
け

て
い
ま
せ
ん
。

　
朝
読
な
ど
読
書
の
機
会

や
、
「
集
団
読
書
テ
キ
ス

ト
」
を
活
用
し
た
南
吉
学

習
や
「
新
美
南
吉
読
書
感

想
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
な
ど

は
、
授
業
で
の
取
組
み
は

任
意
と
の
こ
と
で
す
。　

　
新
美
南
吉
が
遺
し
た
も

う
一
つ
の
財
産
、
彼
岸
花

の
保
全
活
動
は
、
活
動
の

中
心
を
担
う
方
の
世
代
交

代
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
活

動
の
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
る

状
況
で
す
。

　
新
美
南
吉
は
、
全
国
的

に
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

す
が
、
半
田
市
で
は
、
作

品
に
親
し
む
機
会
づ
く
り

が
充
分
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
以
下
の
提
言
を

行
い
ま
し
た
。

一
、
学
校
教
育
に
お
い
て

は
、
「
市
内
全
て
の
小
中

学
生
の
南
吉
記
念
館
へ
の

訪
問
」
・
「
集
団
読
書
テ

キ
ス
ト
の
更
な
る
活
用
」・

「
教
育
担
当
者
へ
の
南
吉

研
修
の
実
施
」
な
ど
、
南

吉
と
出
会
う
機
会
を
設
け

て
下
さ
い
。

一
、
南
吉
童
話
を
題
材
に

し
て
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

時
の
絵
本
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

幼
児
期
の
読
み
聞
か
せ
、

朗
読
会
な
ど
を
実
施
す
る
。

一
、
街
角
で
南
吉
作
品
に

出
会
え
る
よ
う
、
Ｊ
Ｒ
半

田
駅
前
土
地
区
画
整
理
事

業
の
折
や
市
内
ゆ
か
り
の

地
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
等
の

設
置
を
計
画
し
て
下
さ
い
。

一
、
矢
勝
川
の
彼
岸
花
保

全
活
動
を
確
実
に
継
続
す

る
た
め
に
、
奉
仕
活
動
に

依
存
し
な
い
仕
組
み
を

作
っ
て
下
さ
い
。

一
、
南
吉
関
連
事
業
に
お

い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代

が
南
吉
に
親
し
め
る
よ
う

に
、
教
育
部
は
全
庁
的
な

取
組
み
に
発
展
す
る
よ
う

一
層
の
連
携
を
図
り
、
計

画
的
に
実
施
し
て
下
さ
い
。
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あ　
と　
が　
き

　
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
制
約
が
あ
り
、
議

会
も
創
意
工
夫
を
し
て
諸
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
開
催
を
見
合
わ
せ
て
い
た
議
会
報
告
会

は
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
代
替
え
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
５
月
か
ら
は
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ア
カ
ウ
ン

ト
を
開
設
し
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
是
非
ア
ク
セ
ス

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
も
、
伝
わ
り
や
す
い
紙
面

を
目
指
し
改
善
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

お
気
づ
き
の
点
を
、
お
聞
か
せ
下
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
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QRコードは㈱デン
ソーウェーブの登
録商標です。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

9月定例会の予定
※会期中の日程は約一週間前の会議で決定します

８月３１日（火）から
９月２９日（水）

半田市議会へ

新しく議員になりました！

半田市議会ＳＮＳ公式アカウントを開設しました

６月６日に行われた半田市議会議員補欠選挙において当選した議員を紹介します。

半田市議会では、委員会等の予定や議会で開催するイベントをお知らせするために Twitter 及び
Facebook アカウントを開設しました。ぜひ登録をお願いします。

國弘　秀之
くにひろ　ひでゆき

［住所］半田市雁宿町

［所属会派］チャレンジ
　　　　　　はんだ

中村　和也
なかむら　かずや

［住所］半田市瑞穂町

［所属会派］志民ネット

半田市議会 公式 Twitter アカウント 半田市議会 公式 Facebook アカウント

受 注 番 号：21F00083
版管理番号：24403101

得意先：半田市役所一般口
品 名：半田市報 7 月号 議会だより 


